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　西陽を受けて紫がかって見える東山。やわらかな光を受けてきらめく鴨川。
　その様を、江戸時代の儒学者、頼山陽が表現したのが、京都の自然の美しさを称す「山紫
水明」の由来とされています。
　東山区には、まさに山紫水明そのものの自然景観、情緒あふれる美しい町並み、細やかな
心で結ばれた地域の絆、世界中から訪れる人々を温かく迎えるおもてなしの心が、しっか
りと息づいています。
　その東山区が誕生８０周年を迎えた喜びを、区民の皆様お一人お一人と心から分かち合
いたいと思います。
　東山区が、下京区から分区して誕生したのは昭和４年。その翌年には昭和恐慌が起こり、
以後、第二次世界大戦、その後の復興、更に高度成長と、我が国は渦巻く時代の荒波を乗り
越えて参りました。その中にあって東山区では、歴史と伝統に培われた知恵と力を礎に、世
界に誇る文化や産業が育まれ、やすらぎとふれあいのまちづくりが進んで参りました。
　ひとえに区民の皆様の、高いお志と御尽力、地域への愛情、そして区政への多大な御協力
の賜物であり、心から敬意と感謝の意を表します。
　私は、今後とも皆様と共に汗する「共汗」により、東山区に象徴される京都の優れた「地域
力」、「人間力」を活かし、東山区、そして京都の輝かしい未来を切り拓いて参る決意であり
ます。引き続き御支援、御協力をお願い致します。
　更に５０年後、１００年後も、ここに暮らし、訪れる全ての皆様が、美しい東山や鴨川の
眺めを愛し、「住んでて良かったね」、「訪れて良かったね」と心から実感できる東山区を、こ
れからも共に築いて参りましょう。

　今年、東山区は、昭和４年４月に下京区から分区して、８０周年という記念すべき年を迎
えました。
　悠久の歴史と伝統が脈々と受け継がれ、四季折々に彩られる豊かな自然と歴史的な町並
みが調和し、日本はもとより世界中の人々を魅了する東山区。その魅力の源は、何よりも東
山区民の皆様の日々の活発な地域活動であります。
　今日、少子化の進行により、小学校の統廃合が進みつつありますが、東山区８０年の歴史
は、各学区単位での自治活動の歴史でもあると言えます。そのため、東山区８０周年記念誌
の発刊にあたりまして、学区に焦点をあて、東山区の１１学区の概要や小学校の沿革、学区
内の地域活動、文化財や伝統行事などを掲載致しました。改めて学区の良さ、地域の魅力を
再発見していただき、東山区を一層愛する機会にしていただければ幸いです。
　なお、作成にあたりましては、貴重な写真や資料の提供をはじめ、御協力をいただきまし
た皆様方に心から御礼申し上げます。
　現在、東山区役所では、東山区８０周年を迎えた今年から、区民の皆様に御協力をいただ
きながら、平成２３年度から１０年間のまちづくりの指針となる次期東山区基本計画の策
定に取り組んでいます。
　東山の未来を１０年また１０年と区民の皆様と共に積み上げながら、更に魅力あふれる
輝かしい東山区を創り上げて参りますので、皆様方の御協力を賜りますようよろしくお願
い致します。

東山区80周年を迎えて 記念誌の発刊にあたって

京都市長 東山区長
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　東山は、今日広く京都きっての神社仏閣をはじめとする、多くの文化財が集

積している地域として知られている。ある推計によると、人口一人あたりの面

積から、多分日本一だろうとも言われている。

　それだけに毎年、実に多数の人々が全国、いや全世界からこの地域を訪れる。

これもまた京都一だと言われているのである。

　ところで、東山が今日のような景観を作りはじめたのはいつ頃のことであろ

うか。少なくとも最初のきっかけは、平安時代に入ってからのことだから、も

う千年以上の時間を経過している。したがって、その歩みは長く、しかも実に

奥深いものがある。

　東山の景観を形成したきっかけは、平安京の建設であった。奈良京、長岡京

に続く首都として建設された。しかもこの首都は巨大であった。人口はしだい

に増加して１５万人を数える人々が住んだと言われる。田園風景から一挙に大

都市に変貌したのである。むろん、これだけの当時としては恐ろしいほどの巨

大な人口が集中すると、またこれに必要な多くの物資が各地方からもたらされ

た。物資や人々の交流が進むと当然ながら、多くの病気が発生した。また実際、

これによって多くの人々が死んだ。その上、犯罪も多数発生している。この死

んだ人々を埋葬するためには、これまた巨大施設が必要となった。その埋葬施

設が東山につくられたのである。それが東山の鳥部野である。ここには埋葬及

び施設を管理する巨大な国営寺院があり、一切を取り仕切った。ここで多くの

人々が安らかな眠りについた。

　やがてこの鳥部野の風景は、百年余も過ぎると、大きく変化しはじめた。そ

れは東山の周辺に、美しい藤原貴族の別業（別荘）が陸続として営まれはじめ

たからである。その上、早や花の名所としても知られるようになっていた。こ

こには貴賤を問わず、多くの人々が訪れはじめており、すでに一部では「東山

眺望」という言葉が生れはじめていたほどである。

　中世に入ると、「花」の関心は一層広まり深くなりつつあった。東山では

「花巡り」がしきりに行われており、有名な世阿弥作の「西仁桜」にも「きの

ふは東山地主の桜を一見仕りて候」と謡われるほどにもなっていた。言うまで

もなく、清水寺の地主神社の桜であるが、この地主神社では、しばしば連歌会

が催されていた。東山は、もうこの頃になると、文学・芸能を盛りあげ、多く

の文人たちが参集しはじめていたのである。

東山の歴史と文化

　近世の江戸時代に入ると、東山は、さらに「都の花」として喧伝されるよう

になる。東山一円が行楽の地として喧伝されるようになり、また多くの人々が

実際に押し寄せてきた。春の花見時分になると、花見小袖で飾った京女たちが

桜のもとで舞を舞うなど、そのにぎやかな風景は、屏風絵の大きなモチーフに

なるほどだった。

　これにしたがってこの一帯には、多くの茶店・小料理屋・旅館が軒を並べた。

とくに祇園社門前から清水寺にいたる道筋には、実に多くの茶店・貸座敷がみ

られるようになった。それが現在まで通ずる、あの華やかな祇園花町の原形を

ここにつくることになったのである。

　ふとん着て 寝たる姿や 東山

　有名な嵐雪の句であるが、ちょうどこの時季の頃の句であり、東山はまこと

にやわらかい風情をみせて、多くの人々を引きつけたのである。

　さて、東山に多くの人々が参集しはじめると、さらにさまざまな催し物が行

われるようになった。京都最初の書画の展覧会とも言うべき「東山新書画会」

の開催がそれである。日本最初の展覧会と言ってもよいが、京都の画人・書家

の新書画を展覧し、同時に販売されたと言う。まことに新しい試みであった。

これは、春秋２回も催されたと言う。批評・交歓がしきりに行われたことは言

うまでもない。

　こうした東山での展観は「花の世界」でも催されるようになった。立花・生

花の作品発表会が行われた。とくに、江戸時代最大の流派を形成していた池坊

流では、円山の貸座敷数ヵ所を借りきって実に大規模な「花会」が催された。

洛下の京雀たちが、一層さえずりをはじめたことは言うまでもない。

　東山は新しい文化を立ちあげる意味でも実に大きな役割を果たしたのである。

のち明治初年ここには「円山公園」がつくられた。京都最初の公園が誕生した

のである。そしてこの公園内には洋式の旅館＝ホテルが生まれた。新しい時代

が訪れていたのである。

　東山は古代から近代にいたる長い歴史の道程の中で、それぞれの時代に顔を

出して大きな役割をはたしてきた。日本一と言われる文化財の集積は、その歴史

の証しである。われわれはこれをどう守り、未来の発展につなげていくのか、一

喜一憂することなく、東山区民の粘り強い支援が強く期待されるのである。

森谷　尅久武庫川女子大学名誉教授
東山・まち・みらい推進会議議長
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～光・宝・誇り～
　1200年の悠久の歴史の中で四季折々に彩られる豊かな自然と歴史的な風情のある
町並みが調和し、世界遺産や国宝などの文化遺産が数多く集積する東山区。
　1年を通じて国内外から多くの人々が訪れ、テレビや雑誌など様々なメディアで取り上
げられますが、東山区はとても奥深く、まだまだ知らない地域の魅力、そして未来へ引
き継ぎたい「光」や「宝」がたくさんあるのではないでしょうか。
　東山区役所では、東山区８０周年を契機に、住んでいる地域や学区の良さを改めて見
つめ直し再発見していただき、東山区を更に愛していただくきっかけになればという思い
を込めて、「東山区の光（宝）大募集！！」として、東山区民の皆様から地域の光や誇りと
なるものを募集しました。
　たくさんの応募をいただきました情報の中から、東山区の光、そして地域や学区の光
や誇りを、推薦していただいた方のメッセージを交えて紹介します。

　京都では明治元年（1868年）に６６組の「町組」が結成され
ました。翌年の明治2年には町衆の英知と行動力を駆使した先進
的な取組により、１町組１校を基本に市内で６４校の番組小学校
が創設されました。
　東山区は当時下京区の一部であり、９組の町組が結成され、
有済（下京第二十四）、粟田（下京第二十五）、弥栄（下京第
三十三）、新道（下京第二十六）、六原（下京第二十八）、清水（下
京第二十七）、貞教（下京第二十九）、修道（下京第三十）、一橋（下
京第三十一）の番組ができ、政府の学制発布（明治５年）より
も前にそれぞれ小学校が開校されました。
　その後、大正時代に一橋小学校から月輪小学校が、昭和初期
に今熊野小学校が分離して東山区内で１１学区となりました。
　東山区の１１学区は、市内の他の学区と同様に住民自治の単
位として今日まで引き継がれ、現在も学区単位で自治活動が盛ん
に行われています。
　次ページ以降では、東山区の１１学区の概要や小学校の沿革、
更には学区内の光や誇りを紹介します。

東山区は京都を代表する伝統的工芸品「京焼・清水焼」
の産地となっています。それ以外にも、京扇子、数珠、竹
細工、木工、神具など京都の伝統産業を支える職人の方
がたくさんおられます。

京都の五花街の中で、祇園甲部、宮
川町、祇園東の３つの花街が東山区
にあります。それぞれ都をどり、京お
どり、祇園をどりが開催され、多くの
観客を魅了しています。

多くの人々が訪れ、枝垂れ桜やユキヤナギといった花々
も美しく、四季を感じる場所です。景色も美しく、街の
中にいながら自然に接することができる憩いの場となっ
ています。

東山区の名前の由来でもある東山。左京区から伏見区まで三十六峰からな
り、江戸中期に松尾芭蕉の弟子である服部嵐雪が、なだらかな東山の姿を
見て、「布団着て寝たる姿や東山」と詠みました。子どもたちに自然にふれ
させる絶好の場所であり、東山トレッキングコースでは山歩きを身近に楽し
めます。

子どもからお年寄りまで例年１万人を超える来場者で賑わいます。東山区民ふれあい事
業実行委員会をはじめ区民の皆さんがボランティアで運営に携わっていただき、みんな
の力で開催しています。
ふれあい事業実行委員会に参画する各種団体は、団体独自の活動だけでなく、学区の
自治連合会等と連携を図りながら、地域活動の中心的な役割を担っています。
　
【東山区民ふれあい事業実行委員会】

全国的にコミュニティが希薄化する中で、東山区では地域交流が活発
です。「地域が狭く子どもの数が少ない分、子どもたちやその親同士
の交流密度が濃いと思います。子どもを通じて親同士が親友となりま
した。」「小学校に通う子どもたちを地域のおじいちゃん、おばあちゃ
んが見守ってくださったり、色々な活動に参加・協力していただけ、
地域の方と子ども・保護者との交流がとれるところだと思います。」と
いったメッセージをいただきました。

東山区にはたくさんの神社仏閣があり、崇拝・拝観の場としてだけで
なく「四季折々の花々が見られ、身近に自然にふれることもでき、子
どもたちが遊ぶ場所としても助かっています。」と住民の憩いの場とな
っています。また、「日本、そして京都の美しさを感じる場所ですし、
子どもから大人まで身近に伝統文化に触れられて勉強できるところだ
と思います。」と日本文化を体感する場となっています。

東山区民ふれあいひろば

地域交流

東山区の学区

神社仏閣

鴨川 東山連峰

伝統産業 花街

保育園・保育所
東山区の子育てに大いに貢献している保育園と保育所。東山区内の子どもだけでなく、
「当初、近くの保育園に入れなかったので、東山区内の保育園に入園させましたが、区
内の様々なイベントに子どもが参加するようになり、東山区の保育園も、東山区の雰囲
気もどちらも好きになりました。」と区外から通う子どもと保護者からも好評です。
　
【東山区内の保育園・保育所】
昭和保育園、真覚寺保育園、善立寺保育園、小松谷保育園、光保育園、東福寺保育園、
永興保育園、愛友保育園、三条保育所、三条乳児保育所

 推計人口 40,552人［男性 17,097人、女性 23,455人］
世 帯 数  20,666世帯  面積 7.46K㎡　 （H21.4.1現在）東 山区

東山区市政協力委員連絡協議会
東山保健協議会連合会
東山区体育振興会連合会
東山区地域女性連合会
東山区母子寡婦福祉会
東山区保育園協議会
東山少年補導委員会
東山区地区赤十字奉仕団
東山区役所

東山区社会福祉協議会
東山区民生児童委員会
東山区シニアクラブ連合会
東山区交通安全対策協議会
東山区住みよい京都をつくる婦人の会
東山消防団
東山保護司会
京都府共同募金会東山区共同募金会
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月 輪学区
　月輪学区は、東山区の一番南に位置し、人口が最も多い学区です。元々は今熊野
学区とともに一橋学区の一部でしたが、一橋小学校の児童数の増加により月輪小学
校（当初は三橋尋常小学校）が創立されたことにより形成されました。月輪という
名称の由来は、泉涌寺近くにある歴代天皇陵、月輪十二陵にちなむともいわれて
います。
　この地域は、延長２年（924年）、藤原忠平によって建立された法性寺を中心とし
て発展しました。法性寺の寺域は月輪学区をすっぽりと包むほど大きく、学区を南北
に貫通する本町通は当時法性寺大路と呼ばれ、京と伏見、宇治とを結ぶ主要幹線と
して現在よりも広い道幅だったといわれています。この街道沿いという立地条件に加
えて、嘉禎元年（1235年）には九条道家によって建立された東福寺がこの地域の
発展に大きく影響を与え、現在に至ります。

学校沿革
 大正 １１年 一橋尋常小学校から分離し、
   京都市三橋尋常小学校として開校
 昭和 ４年 京都市一橋第二尋常小学校と改称
  １１年 新館鉄筋校舎完成
  １６年 京都市月輪国民学校と改称
  ２２年 京都市立月輪小学校と改称
  ３２年 新講堂完成
  ４２年 新校歌制定
  ５６年 南校舎完成
 平成 １２年 育成学級開設
  １３年 創立８０周年
  ２１年 校庭に三の橋の欄干が設置
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東福寺の涅槃図はとても大
きく、また日本で唯一猫が
描かれています。３月に行
われる涅槃会では、涅槃
図が開帳されます。

臨済宗東福寺派の大本山。多数の文化財をはじめ、
庭園なども見所が多く、通天橋からの紅葉は多くの
人々を魅了します。

稲荷山の土で造った日本最古の土
人形で、全国の土人形は伏見人形
の影響を受けています。明治期に
は２０数軒の窯元がありましたが、
江戸期から続いているのは、今で
は丹嘉１軒となっています。

東福寺の塔頭・芬陀院は、雪舟等
楊禅師が作庭された禅院枯山水の
庭園があることから「雪舟寺」と
いわれています。茶室である図南
亭内の丸窓から望む南庭は絵にな
ります。

東福寺の山門の南にある正覚庵は筆の寺と呼ばれて
います。毎年11月23日に全国から寄せられた廃筆
が、護摩木と共に火に投げられる筆供養が行われま
す。

藤原忠平が建立したお寺。かつては藤原摂関家の氏
寺として栄え、北は九条大路、南は稲荷社北境、東
は東山山麓、西は鴨川に至りました。

夏休み最後の土曜日に学
区民が協力して模擬店を出
し、子ども達に夏休みの思
い出を作っています。ステ
ージでは小学生から高校生
までのブラスバンドの演奏
も行われます。

毎年、保護者や地域住民
の協力により盛大に行われ
ているバザー。子ども達も
バザーキッズとしてお手伝
いします。

月輪小学校伝統バザー

月輪学区夏祭り

芬陀院の丸窓

筆塚と筆供養

東福寺大涅槃図と猫

東福寺

法性寺

伏見人形

月輪小学校

推計人口 5,737 人［男性2,600人、女性3,137人］
世 帯 数 2,589 世帯 面積 0.891K㎡ （H21.4.1現在）
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今 熊野学区
　今熊野学区は、昭和６年に児童数増加により今熊野小学校が開校した時に始まり
ます。名称は、永暦元年（1160年）、後白河上皇が法住寺内に紀州国（和歌山県）
の熊野から勧請・創建した新熊野神社に由来します。
　学区の中央には山越えで山科・醍醐方面へと通じる醍醐道（滑石越）が走り、古
くから京都の東南の出入口にあたる地域として知られていました。
　近代に入り、この地域の発展に大きく影響を与えたのは、大正２年、通称蛇が谷
の一角に登り窯が築かれたことによりこの地域一帯に広がった陶業です。現在でも地
場産業として多くの窯元が点在しており、毎年地域の行事として「日吉窯元まつり」
やＰＴＡ主催の「今熊野バザー」（陶器バザー）が催されるなど、今熊野学区と陶業
は切り離せない関係にあります。また、大正１５年から昭和５５年にかけて今熊野日
吉町のあたりには、京都市立芸術大学（現在は西京区大枝）があり、学生の姿も見
かけられました。

学校沿革
 昭和 ６年 一橋第二尋常小学校（現月輪小学校）から分離し
   京都市一橋第三小学校として開校
  ７年 校章・校旗制定
  １６年 京都市今熊野国民学校と改称
  ２２年 京都市立今熊野小学校と改称
  ３５年 校歌制定
  ３６年 プール竣工
  ５４年 体育館竣工　
 平成 １２年 ガス陶芸窯を「熊友窯」と命名
  １３年 創立７０周年
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昭和６年に建てられ、木造
の校舎としては市内で唯一
残っています。建物の構造
も珍しく、２階の５５畳の大
広間には柱が１本もありま
せん。

50年以上も前から続いていて、ＰＴＡが中心となって
開催しています。地域の陶芸家の方も陶器を無償で
提供していただいたり、６年生に陶芸を指導していた
だいたりしています。

例年、桜の開花時期に開催され、日吉地域の窯元を
中心に陶器市や模擬店、窯元を巡るスタンプラリー
や陶磁器クイズ・焼物検定などが行われます。

今熊野の東大路通から山科へ抜ける道。峠を越えて
山科へ下る道がよく滑ったため「滑石」と名付けら
れたそうです。醍醐寺に通じる道でもあったため、
醍醐道ともいわれます。

智積院の東側、地蔵山墓地の入口近くで、
桜の木の下に建つ陶器塚。京都日吉製陶
協同組合により、今熊野日吉町界隈での
焼物の歴史を紹介するとともに、先人の
功績を称え、この地の発展を願って建立
されました。

円通寺橋付近にあり、先代の祇園枝垂を
親とする兄弟木の一つといわれています。
春になると見事な花が咲き、地元の人々を
魅了します。

今熊野剣ノ宮町の
シダレザクラ

日吉窯元まつり

滑石越今熊野小学校の校舎

今熊野小学校バザー

陶器塚

真言宗智山派総本山。池泉廻遊式庭園は
中国の廬山をかたどって創られています。
収蔵庫には長谷川等伯一派による桜・楓
図（国宝）などが展示され、講堂には新
たに田渕俊夫画伯による襖絵が奉納されま
した。

智積院

後白河法皇の命により平清
盛が社殿を造営したのが始
まりといわれ、京の能楽発
祥の地でもあります。また、
クスノキは「大樟さん」と
呼ばれ、樹齢900年とい
われる御神木で京都市指
定天然記念物に指定され
ています。

新熊野神社

今熊野小学校

推計人口 5,234 人［男性2,348人、女性2,886人］
世 帯 数 2,366 世帯 面積 1.044K㎡ （H21.4.1現在）
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今 熊野学区
　今熊野学区は、昭和６年に児童数増加により今熊野小学校が開校した時に始まり
ます。名称は、永暦元年（1160年）、後白河上皇が法住寺内に紀州国（和歌山県）
の熊野から勧請・創建した新熊野神社に由来します。
　学区の中央には山越えで山科・醍醐方面へと通じる醍醐道（滑石越）が走り、古
くから京都の東南の出入口にあたる地域として知られていました。
　近代に入り、この地域の発展に大きく影響を与えたのは、大正２年、通称蛇が谷
の一角に登り窯が築かれたことによりこの地域一帯に広がった陶業です。現在でも地
場産業として多くの窯元が点在しており、毎年地域の行事として「日吉窯元まつり」
やＰＴＡ主催の「今熊野バザー」（陶器バザー）が催されるなど、今熊野学区と陶業
は切り離せない関係にあります。また、大正１５年から昭和５５年にかけて今熊野日
吉町のあたりには、京都市立芸術大学（現在は西京区大枝）があり、学生の姿も見
かけられました。

学校沿革
 昭和 ６年 一橋第二尋常小学校（現月輪小学校）から分離し
   京都市一橋第三小学校として開校
  ７年 校章・校旗制定
  １６年 京都市今熊野国民学校と改称
  ２２年 京都市立今熊野小学校と改称
  ３５年 校歌制定
  ３６年 プール竣工
  ５４年 体育館竣工　
 平成 １２年 ガス陶芸窯を「熊友窯」と命名
  １３年 創立７０周年
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昭和６年に建てられ、木造
の校舎としては市内で唯一
残っています。建物の構造
も珍しく、２階の５５畳の大
広間には柱が１本もありま
せん。

50年以上も前から続いていて、ＰＴＡが中心となって
開催しています。地域の陶芸家の方も陶器を無償で
提供していただいたり、６年生に陶芸を指導していた
だいたりしています。

例年、桜の開花時期に開催され、日吉地域の窯元を
中心に陶器市や模擬店、窯元を巡るスタンプラリー
や陶磁器クイズ・焼物検定などが行われます。

今熊野の東大路通から山科へ抜ける道。峠を越えて
山科へ下る道がよく滑ったため「滑石」と名付けら
れたそうです。醍醐寺に通じる道でもあったため、
醍醐道ともいわれます。

智積院の東側、地蔵山墓地の入口近くで、
桜の木の下に建つ陶器塚。京都日吉製陶
協同組合により、今熊野日吉町界隈での
焼物の歴史を紹介するとともに、先人の
功績を称え、この地の発展を願って建立
されました。

円通寺橋付近にあり、先代の祇園枝垂を
親とする兄弟木の一つといわれています。
春になると見事な花が咲き、地元の人々を
魅了します。

今熊野剣ノ宮町の
シダレザクラ

日吉窯元まつり

滑石越今熊野小学校の校舎

今熊野小学校バザー

陶器塚

真言宗智山派総本山。池泉廻遊式庭園は
中国の廬山をかたどって創られています。
収蔵庫には長谷川等伯一派による桜・楓
図（国宝）などが展示され、講堂には新
たに田渕俊夫画伯による襖絵が奉納されま
した。

智積院

後白河法皇の命により平清
盛が社殿を造営したのが始
まりといわれ、京の能楽発
祥の地でもあります。また、
クスノキは「大樟さん」と
呼ばれ、樹齢900年とい
われる御神木で京都市指
定天然記念物に指定され
ています。

新熊野神社

今熊野小学校

推計人口 5,234 人［男性2,348人、女性2,886人］
世 帯 数 2,366 世帯 面積 1.044K㎡ （H21.4.1現在）
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弥栄中学校

学校沿革
 昭和 ２３年 彌榮小学校廃校の校舎を転用し、弥栄中学校として開校
 平成 ２０年 創立６０周年
  ２3年 東山区北部７小・中学校が統合して東山開睛館（開睛小・中学校）開校予定
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洛東中学校

学校沿革
 昭和 ２２年 弥栄・新道・六原・清水・貞教・修道・今熊野の７小学校区を校区として開校
  ２３年 弥栄小学校区が新設弥栄中学校に移籍
  ２４年 今熊野小学校区が月輪中学校に移籍
  ４３年 校歌制定
 平成 ２0年 開睛小中学校の工事のため、元貞教小学校に移転
  ２３年 東山区北部７小・中学校が統合して東山開睛館（開睛小・中学校）開校予定
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白川小学校

学校沿革
 平成 １６年 有済・粟田小学校が統合し、白川小学校として開校
  ２３年 東山区北部７小・中学校が統合して東山開睛館（開睛小・中学校）開校予定
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東山小学校

学校沿革
 平成 １４年 貞教・修道小学校が統合し、東山小学校として開校
  ２３年 東山区北部７小・中学校が統合して東山開睛館（開睛小・中学校）開校予定
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月輪中学校

学校沿革
 昭和 ２２年 月輪小学校に併置、月輪中学校として開校
  ２４年 校章制定
  ２５年 今熊野小学校区が通学区に加わる
  ３０年 校旗・校歌制定
 平成 ９年 創立５０周年
  １４年 新校舎完成

東山開睛館（開睛小学校・中学校）
　５小学校（白川・新道・六原・清水・東山）と２中学校（弥
栄・洛東）が統合して、平成23年４月に開校予定。
　京都市中心部では初の施設一体型の小中一貫校となり、
小学校１年生から中学校３年生までの９学年が共に学ぶ
ことになります。現在元洛東中学校敷地に建設中の校舎
は景観に配慮して、入母屋造の瓦屋根や格子窓による東
山らしい外観となるとともに、教室は南面採光で明るく
ゆとりある学習空間となる予定です。
　また、平成23年4月以降に六原小学校敷地にも新校舎
が建設される計画です。

29 30



校
歌
作
詞　

平
井　

乙
磨

作
曲　

中
原　

都
男

一　

古
き
都
の
夢
を
呼
び

　
　

緑
に
あ
く
る
東
山

　
　

麓
に
日
々
を
新
ら
し
く

　
　

伸
び
ゆ
く
弥
栄

　
　

わ
れ
ら
弥
栄
中
学
生

二　

加
茂
の
流
れ
の
霧
は
れ
て

　
　

清
し
く
励
む
学
と
芸

　
　

正
し
く
剛
く
健
や
か
に

　
　

自
由
の
弥
栄

　
　

わ
れ
ら
弥
栄
中
学
生

三　

祇
園
の
森
よ
純
情
の

　
　

結
び
て
起
る
木
霊
か
な

　
　

理
想
か
が
や
く
校
風
の

　
　

真
実
の
弥
栄

　
　

わ
れ
ら
弥
栄
中
学
生

弥栄中学校

学校沿革
 昭和 ２３年 彌榮小学校廃校の校舎を転用し、弥栄中学校として開校
 平成 ２０年 創立６０周年
  ２3年 東山区北部７小・中学校が統合して東山開睛館（開睛小・中学校）開校予定
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学校沿革
 昭和 ２２年 弥栄・新道・六原・清水・貞教・修道・今熊野の７小学校区を校区として開校
  ２３年 弥栄小学校区が新設弥栄中学校に移籍
  ２４年 今熊野小学校区が月輪中学校に移籍
  ４３年 校歌制定
 平成 ２0年 開睛小中学校の工事のため、元貞教小学校に移転
  ２３年 東山区北部７小・中学校が統合して東山開睛館（開睛小・中学校）開校予定
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白川小学校

学校沿革
 平成 １６年 有済・粟田小学校が統合し、白川小学校として開校
  ２３年 東山区北部７小・中学校が統合して東山開睛館（開睛小・中学校）開校予定
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学校沿革
 平成 １４年 貞教・修道小学校が統合し、東山小学校として開校
  ２３年 東山区北部７小・中学校が統合して東山開睛館（開睛小・中学校）開校予定
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学校沿革
 昭和 ２２年 月輪小学校に併置、月輪中学校として開校
  ２４年 校章制定
  ２５年 今熊野小学校区が通学区に加わる
  ３０年 校旗・校歌制定
 平成 ９年 創立５０周年
  １４年 新校舎完成

東山開睛館（開睛小学校・中学校）
　５小学校（白川・新道・六原・清水・東山）と２中学校（弥
栄・洛東）が統合して、平成23年４月に開校予定。
　京都市中心部では初の施設一体型の小中一貫校となり、
小学校１年生から中学校３年生までの９学年が共に学ぶ
ことになります。現在元洛東中学校敷地に建設中の校舎
は景観に配慮して、入母屋造の瓦屋根や格子窓による東
山らしい外観となるとともに、教室は南面採光で明るく
ゆとりある学習空間となる予定です。
　また、平成23年4月以降に六原小学校敷地にも新校舎
が建設される計画です。
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東山区年表
西暦 元号

明治

大正

1869 2

東山区 京都市 国内・国際

有済、粟田、弥栄、新道、六原、清水、貞教、修
道、一橋の各町組が結成、各町組に番組小学校開校

日本最初の小学校となる６４の番組小学校
開設

版籍奉還
スエズ運河開通

八坂女紅場学園、下京第十五区女紅場として設立1872 5 学制発布
京都博覧会1871 4 廃藩置県

円山公園、京都市最初の公園として開設1886 19 自由の女神像（ニューヨーク）完成

国鉄東山トンネル（今熊野～北花山間）開通1921 10 アインシュタイン、ノーベル物理学賞
受賞

京都市制施行（特例により知事が市長を兼務）
第1回市議会開催

1889 22 大日本帝国憲法公布

京阪電鉄天満橋～五条間開業1910 43 大逆事件

京阪電鉄五条～三条間開通1915 4 第一次世界大戦開戦

中央卸売市場開場（日本最初）1927 2 上野～浅草間に日本最初の地下鉄
開通

市バス営業開始
大礼記念京都大博覧会

1928 3 大相撲ラジオ実況放送開始

琵琶湖疏水竣工1890 23 第１回衆議院議員総選挙
日本最初の水力発電所である蹴上水力発
電所完工・送電開始

1891 24 大津事件

平安遷都1100年記念事業
日本最初の市街電車(京都電気鉄道)開業
平安神宮創建
内国勧業博覧会
第1回時代祭

1895 28 日清講和条約（下関条約）調印

初代市長就任・市役所開庁（市制特例撤廃）1898 31 西郷隆盛銅像除幕（上野公園）

京都市動物園開園（日本で２番目）1903 36 ライト兄弟が人類初の動力飛行に成功

都ホテル（現ウエスティン都ホテル京都）が国内最大
規模のホテルとして創業

京都法政学校（現立命館大学）創立1900 33 パリオリンピック

帝国京都博物館（現京都国立博物館）が京都市に移
管、恩賜京都博物館と改称

1924 13 パリオリンピック
阪神甲子園球場完成

帝国京都博物館（現京都国立博物館）開館 京都帝国大学（現京都大学）創設
全国の町内会のモデルとなる公同組合
設置

1897 30 帝国図書館（現国立国会図書館東
京本館）開館

1922 11 月輪小学校（三橋尋常小学校）開校 全国水平社創立大会（岡崎） ワシントン会議で海軍軍備制限条約等調印

1926 15 京都市立芸術大学の前身となる京都市美術工芸学校
と京都市立絵画専門学校が今熊野に移転

十勝岳大噴火（死者144名）

昭和

1929 4 東山区誕生（上京・下京の2区を分区し、上京・左
京・中京・東山・下京の5区となる）
南座新築記念顔見世興行

京阪電鉄京都～石山間、京都～坂本間
の直通運転開始
普通選挙法による最初の市会議員選挙実施

ニューヨーク株式市場大暴落、世界
大恐慌始まる

1930 5 都市計画風致地区として鴨川周辺・東山・北山等が初指定
東山区役所庁舎完成

第3回国勢調査（人口765,142人　東山区91,180人） 東海道線特急「つばめ」運転開始
（京都～東京間7時間41分）

1931 6 今熊野小学校（一橋第二尋常小学校）開校 伏見市ほか26町村を京都市に編入
現阪急電鉄西院～大宮間の地下線開通

満州事変

1932 7 NHK京都放送局、放送を開始
人口100万人突破（市推計）
トロリーバス運行開始

上海事変
5・15事件

1933 8 京津国道開通 京都美術館（現京都市美術館）開館 日本、国際連盟脱退
1934 9 円山公園の坂本龍馬・中岡慎太郎銅像除幕

京都第一赤十字病院開設
室戸台風襲来、過去最大の被害（市内死者185
人、重軽傷者1,258人、全半壊家屋5,349戸）

溥儀が満州国皇帝に即位

1935 10 水害で鴨川氾濫、三条大橋や五条大橋など流失
祇園甲部歌舞練場（明治6年開設）が四条通花見小
路下る西側から現在地に移転

第4回国勢調査（人口1,080,593人　東山区118,235人） ベーブルースら米プロ野球団来日

1936 11 京都市電に初の女性車掌採用 2・26事件

③明治20年頃の四条大橋

⑥昭和６年に流出した五条大橋

⑤昭和9年頃の五条坂陶器市

④明治頃の五条大橋

①明治頃の円山公園

②明治頃の四条通
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西暦 元号
昭和

東山区 京都市 国内・国際

1950 25 都をどり、7年ぶりに再開 放火により金閣寺焼失（昭和30年再建）
第7回国勢調査（人口1,101,854人　東山区119,938人）
国鉄京都駅全焼
京都国際文化観光都市建設法公布

朝鮮戦争勃発

1951 26 東山区山科支所開設 現KBSラジオ開局 サンフランシスコ平和条約・日米安全
保障条約調印

1952 27 清水坂市営駐車場開設（日本最初の公営有料駐車場）
京都博物館が国に移管され京都国立博物館と改称

3代目国鉄京都駅竣工
市民しんぶん創刊

全国住民登録制度実施
ヘルシンキオリンピック

1953 28 平和観音（霊山観音）像建立
五条通・堀川通・御池通の拡張工事完成

市政協力委員制度創設 NHK日本初のテレビ放送開始
民放テレビ放送開始

1955 30 重要無形文化財（人間国宝）第1号に京舞の井上八
千代氏（四世）らが指定

市警察廃止、府警察に移管
第8回国勢調査（人口1,204,084人　東山区128,552人）

森永ひ素ミルク事件

1956 31 京都市市民憲章制定（日本最初）
京都市交響楽団発足（日本最初の公営）
政令指定都市に指定

日本、国際連合加盟

1957 32 京阪電鉄と国鉄奈良線共用の東福寺駅開業 京都市平和都市宣言 南極観測隊、昭和基地建設開始
1958 33 東山老人憩いの家開設（京都市最初）

祇園会館新築
比叡山ドライブウェイ開通
パリ市と友情都市盟約締結
10月15日を自治記念日に制定

1万円札発行
東京タワー完成（高さ333ｍ）

1959 34 五条大橋拡幅完成
東山ドライブウェイ開通

ボストン市と姉妹都市盟約締結 メートル法施行
ソ連宇宙ロケット月面到達
第１次安保闘争

1960 35 円山公園で新安保条約粉砕等京都集会に3万人が参加 京都会館開館
第9回国勢調査（人口1,284,818人　東山区138,645人）

ローマオリンピック

1961 36 日本最古のチンチン電車北野線廃止 ベトナム戦争開戦
1963 38 西京極スポーツセンター開設

ケルン市と姉妹都市盟約締結
阪急電鉄大宮～河原町間の地下線延伸
名神高速道路栗東～尼崎間開通

ケネディ大統領、ダラス市で暗殺

1964 39 京都タワービル完成（高さ131ｍ） 東海道新幹線（東京～新大阪間）開業
東京オリンピック

1965 40 四条大橋拡幅工事完成 フィレンツェ市と姉妹都市盟約締結
第10回国勢調査（人口1,365,007人　東山区154,527人）
朝永振一郎氏、ノーベル物理学賞受賞

中国で文化大革命が始まる

1966 41 祇園祭の前祭と後祭を17日に1本化 古都保存法施行（京都、奈良、鎌倉を対象）
国立京都国際会館開館

ビートルズ来日

1967 42 東山バイパス（五条通高架）開通 近畿放送（現KBS京都）テレビ開局 公害対策基本法公布
1968 43 3億円事件

1949 24 日吉ヶ丘高校開校 湯川秀樹、日本人初のノーベル物理学賞受賞 中華人民共和国建国

1937 12 九条跨線橋開設 ヘレン・ケラー来日
1940 15 東山保健所開設 第5回国勢調査（人口1,089,726人　東山区116,313人） 日独伊三国同盟調印
1941 16 市内全域に町内会結成

国民学校発足により学区制廃止
太平洋戦争勃発

1942 17 四条大橋竣工（昭和10年の豪雨で損傷） 京都日出新聞など府下の諸新聞が京都新聞に統一 学徒勤労動員開始
1945 20 馬町に爆弾投下（京都市最初・死者34人）

第3次建物疎開により、五条通・御池通・堀川通拡幅
顔見世を除き京都の年中行事の大半中止
市内の学童疎開開始
人口調査実施（866,153人に激減）

広島、長崎に原爆投下
終戦

1946 21 大文字送り火復活
第1回国民体育大会、京都市を中心に開催

極東国際軍事裁判開廷
日本国憲法公布

1947 22 洛東中学校、月輪中学校開校
五条通、昭和20年の強制疎開による防火帯跡を利用
して拡幅工事に着手

公選による初代市長選挙
5年ぶりに祇園祭山鉾巡行復活
第6回国勢調査（人口999,660人　東山区110,954人）

日本国憲法施行
学校教育の6・3・3・4制発足
（この年は6・3制）

1948 23 弥栄中学校開校 市警察・市消防発足、市消防団結成 大韓民国建国、朝鮮民主主義人民共和国建国

⑦昭和２４年頃の五条通

⑩昭和３０年頃の登り窯の様子

⑪昭和35年頃の五条通

⑧昭和２６年頃の東大路四条下る付近の町並み

⑫昭和3８年頃の東大路五条西入付近

⑨昭和２9年頃の京阪五条踏切と牡蠣船
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1961 36 日本最古のチンチン電車北野線廃止 ベトナム戦争開戦
1963 38 西京極スポーツセンター開設

ケルン市と姉妹都市盟約締結
阪急電鉄大宮～河原町間の地下線延伸
名神高速道路栗東～尼崎間開通

ケネディ大統領、ダラス市で暗殺

1964 39 京都タワービル完成（高さ131ｍ） 東海道新幹線（東京～新大阪間）開業
東京オリンピック

1965 40 四条大橋拡幅工事完成 フィレンツェ市と姉妹都市盟約締結
第10回国勢調査（人口1,365,007人　東山区154,527人）
朝永振一郎氏、ノーベル物理学賞受賞

中国で文化大革命が始まる

1966 41 祇園祭の前祭と後祭を17日に1本化 古都保存法施行（京都、奈良、鎌倉を対象）
国立京都国際会館開館

ビートルズ来日

1967 42 東山バイパス（五条通高架）開通 近畿放送（現KBS京都）テレビ開局 公害対策基本法公布
1968 43 3億円事件

1949 24 日吉ヶ丘高校開校 湯川秀樹、日本人初のノーベル物理学賞受賞 中華人民共和国建国

1937 12 九条跨線橋開設 ヘレン・ケラー来日
1940 15 東山保健所開設 第5回国勢調査（人口1,089,726人　東山区116,313人） 日独伊三国同盟調印
1941 16 市内全域に町内会結成

国民学校発足により学区制廃止
太平洋戦争勃発

1942 17 四条大橋竣工（昭和10年の豪雨で損傷） 京都日出新聞など府下の諸新聞が京都新聞に統一 学徒勤労動員開始
1945 20 馬町に爆弾投下（京都市最初・死者34人）

第3次建物疎開により、五条通・御池通・堀川通拡幅
顔見世を除き京都の年中行事の大半中止
市内の学童疎開開始
人口調査実施（866,153人に激減）

広島、長崎に原爆投下
終戦

1946 21 大文字送り火復活
第1回国民体育大会、京都市を中心に開催

極東国際軍事裁判開廷
日本国憲法公布

1947 22 洛東中学校、月輪中学校開校
五条通、昭和20年の強制疎開による防火帯跡を利用
して拡幅工事に着手

公選による初代市長選挙
5年ぶりに祇園祭山鉾巡行復活
第6回国勢調査（人口999,660人　東山区110,954人）

日本国憲法施行
学校教育の6・3・3・4制発足
（この年は6・3制）

1948 23 弥栄中学校開校 市警察・市消防発足、市消防団結成 大韓民国建国、朝鮮民主主義人民共和国建国

⑦昭和２４年頃の五条通

⑩昭和３０年頃の登り窯の様子

⑪昭和35年頃の五条通

⑧昭和２６年頃の東大路四条下る付近の町並み

⑫昭和3８年頃の東大路五条西入付近

⑨昭和２9年頃の京阪五条踏切と牡蠣船
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西暦 元号
昭和

東山区 京都市 国内・国際

平成

1980 55 東山防災会議発足（11区初）
京都市立芸術大学、西京区大枝に移転

第13回国勢調査（人口1,473,065人　東山区62,077人）
グアダラハラ市と姉妹都市盟約締結

モスクワオリンピック
イラン・イラク戦争勃発

1981 56 ザグレブ市と姉妹都市盟約締結
地下鉄烏丸線京都～北大路間開業
福井謙一氏ノーベル化学賞受賞

神戸ポートアイランド博覧会

1983 58 東山消防署新庁舎、東山合同福祉センター開設 第１回全国都道府県対抗京都女子駅伝
大会

東京ディズニーランド開園
大韓航空機撃墜事件

1982 57 全国に先がけて空き缶の再資源化を促進
する条例（空き缶条例）施行

ホテルニュージャパン火災（33
人死亡）
500円硬貨発行

1979 54 東山区50周年 アメリカと中国が国交樹立

1984 59 グリコ・森永事件

1985 60 第14回国勢調査（人口1,479,218人　東山区56,332人） 日本航空123便、群馬県御巣鷹山
に墜落
阪神タイガース日本一

1987 62 京阪電鉄東福寺～三条間地下化 第１回世界歴史都市会議
国際日本文化研究センター開設

国鉄６分割民営化によりＪＲ発足

1988 63 地下鉄烏丸線京都～竹田間延伸開業
第４３回国民体育大会（京都国体）

ソウルオリンピック
青函トンネル開通

1989 元 京都市制施行100周年 消費税３％導入
ベルリンの壁崩壊

1990 2 東山区民ふれあいひろば、円山公園で開催（～平成15年） 第15回国勢調査（人口1,461,103人　東山区51,171人）
地下鉄烏丸線北大路～北山間延伸開業

国際花と緑の博覧会

1991 3 第1回 芸術祭典・京 湾岸戦争勃発
ソビエト社会主義共和国連邦崩壊

1993 5 京都市健康増進センター開館 サッカーJリーグ開幕

1994 6 清水寺など「古都京都の文化財」がユネスコ世界文化
遺産に登録
第1回京都まつり開催、区民パレード隊参加

平安建都1200年記念事業
京都市女性総合センター「ウィングス京都」
開館

関西国際空港開港
大江健三郎氏、ノーベル文学賞受賞

1978 53 市電全面廃止
世界文化自由都市宣言

新東京国際空港開港

1969 44 美大と音楽短大を統合し、市立芸術大学
として発足
大学紛争激化

米アポロ11号、人類初の月面着陸

1970 45 宮川町歌舞練場新築 第11回国勢調査（人口1,419,165人　東山区174,892人）
四条通で初の歩行者天国実施

大阪万国博覧会
第２次安保闘争

1971 46 円山駐車場営業開始
京都パークホテル（現ハイアットリージェンシー京都）
開業

キエフ市と姉妹都市盟約締結 沖縄返還協定調印
ニクソン・ショック

1972 47 京の木（カツラ、シダレヤナギ、タカオカエデ）
と花（サトザクラ、ツツジ、ツバキ）決定

札幌冬季オリンピック
浅間山荘事件
高松塚古墳で極彩色の壁画発見

1973 48 方広寺大仏殿焼失 マイカー観光拒否宣言 円の変動相場制へ移行
オイルショック発生

1974 49 三条大橋24年ぶりの改修完成 京都・西安友好都市宣言 国鉄湖西線山科駅～近江塩津駅間
開業

1975 50 第12回国勢調査（人口1,461,059人　東山区196,668人） ベトナム戦争終結

511976 モントリオールオリンピック右京区を分区して西京区を設置（全11区）重要伝統的建造物群保存地区に産寧坂地区と祇園新
橋地区が選定
東山区を分区して山科区を設置

⑭昭和５３年に全面廃止された京都市電

⑯蹴上を走る地下化前の京阪電車

⑮昭和６２年に地下化された京阪本線東福寺～三条間

⑬昭和４８年に消失した方広寺大仏殿

⑱京都まつりの東山区民パレード隊

⑰円山公園で開催されていた頃の東山区民ふれあいひろば
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西暦 元号
昭和

東山区 京都市 国内・国際

平成

1980 55 東山防災会議発足（11区初）
京都市立芸術大学、西京区大枝に移転

第13回国勢調査（人口1,473,065人　東山区62,077人）
グアダラハラ市と姉妹都市盟約締結

モスクワオリンピック
イラン・イラク戦争勃発

1981 56 ザグレブ市と姉妹都市盟約締結
地下鉄烏丸線京都～北大路間開業
福井謙一氏ノーベル化学賞受賞

神戸ポートアイランド博覧会

1983 58 東山消防署新庁舎、東山合同福祉センター開設 第１回全国都道府県対抗京都女子駅伝
大会

東京ディズニーランド開園
大韓航空機撃墜事件

1982 57 全国に先がけて空き缶の再資源化を促進
する条例（空き缶条例）施行

ホテルニュージャパン火災（33
人死亡）
500円硬貨発行

1979 54 東山区50周年 アメリカと中国が国交樹立

1984 59 平安建都1200年記念事業実施 グリコ・森永事件

1985 60 第14回国勢調査（人口1,479,218人　東山区56,332人） 青函トンネル開通
日本航空123便、群馬県御巣鷹山
に墜落
阪神タイガース日本一

1987 62 京阪電鉄東福寺～三条間地下化 第１回世界歴史都市会議
国際日本文化研究センター開設

国鉄６分割民営化によりＪＲ発足

1988 63 地下鉄烏丸線京都～竹田間延伸開業
第４３回国民体育大会（京都国体）

ソウルオリンピック
青函トンネル開通

1989 元 京都市制施行100周年 消費税３％導入
ベルリンの壁崩壊

1990 2 東山区民ふれあいひろば、円山公園で開催（～平成15年） 第15回国勢調査（人口1,461,103人　東山区51,171人）
地下鉄烏丸線北大路～北山間延伸開業

国際花と緑の博覧会

1991 3 第1回 芸術祭典・京 湾岸戦争勃発
ソビエト社会主義共和国連邦崩壊

1993 5 京都市健康増進センター開館 サッカーJリーグ開幕

1994 6 清水寺など「古都京都の文化財」がユネスコ世界文化
遺産に登録
第1回京都まつり開催、区民パレード隊参加

平安建都1200年記念事業
京都市女性総合センター「ウィングス京都」
開館

関西国際空港開港
大江健三郎氏、ノーベル文学賞受賞

1978 53 市電全面廃止
世界文化自由都市宣言

新東京国際空港開港

1969 44 美大と音楽短大を統合し、市立芸術大学
として発足
大学紛争激化

米アポロ11号、人類初の月面着陸

1970 45 宮川町歌舞練場新築 第11回国勢調査（人口1,419,165人　東山区174,892人）
四条通で初の歩行者天国実施

大阪万国博覧会
第２次安保闘争

1971 46 円山駐車場営業開始
京都パークホテル（現ハイアットリージェンシー京都）
開業

キエフ市と姉妹都市盟約締結 沖縄返還協定調印
ニクソン・ショック

1972 47 京の木（カツラ、シダレヤナギ、タカオカエデ）
と花（サトザクラ、ツツジ、ツバキ）決定

札幌冬季オリンピック
浅間山荘事件
高松塚古墳で極彩色の壁画発見

1973 48 方広寺大仏殿焼失 マイカー観光拒否宣言 円の変動相場制へ移行
オイルショック発生

1974 49 三条大橋24年ぶりの改修完成 京都・西安友好都市宣言 国鉄湖西線山科駅～近江塩津駅間
開業

1975 50 第12回国勢調査（人口1,461,059人　東山区196,668人） ベトナム戦争終結

511976 モントリオールオリンピック右京区を分区して西京区を設置（全11区）重要伝統的建造物群保存地区に産寧坂地区と祇園新
橋地区が選定
東山区を分区して山科区を設置

⑭昭和５３年に全面廃止された京都市電

⑯蹴上を走る地下化前の京阪電車

⑮昭和６２年に地下化された京阪本線東福寺～三条間

⑬昭和４８年に消失した方広寺大仏殿

⑱京都まつりの東山区民パレード隊

⑰円山公園で開催されていた頃の東山区民ふれあいひろば
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㉑平成16年に創設された東山3K（観光・交通・環境）協力
　金会議により配置された交通誘導員

㉒平成20年に整備された清水地域の防災水利施設

⑲平成１１年に行われた東山区７０周年パレード（京都まつり）

⑳平成１５年から始まった「京都東山・花灯路」

西暦 元号
平成

東山区 京都市 国内・国際

2003 15 第１回「京都・東山花灯路」
文化財建造物保存技術研修センター開所
東大路通交通実態調査を実施

第３回世界水フォーラム京都市で開催
「ひと・まち交流館」開館
市役所本庁舎ＩＳＯ１４００１を取得

新型肺炎ＳＡＲＳ大流行

2004 16 京都市長選で電子投票実施（東山区のみ）
区役所ホームページ開設
有済小学校と粟田小学校が統合し白川小学校開校
宮川町通の石畳舗装完成
東山交通対策研究会設立
東山区民ふれあいひろば、洛東中学校で開催（～平成20年）

地下鉄東西線醍醐～六地蔵間延伸開業
花き地方卸売市場「はなみやこ」開設
第１回京都文化祭典

新潟県中越地震
スマトラ沖地震
アテネオリンピック

2005 17 東山３K（観光・交通・環境）協力金会議創設
「やすらぎ・ふれあい館」完成
東山区まちづくり推進会議設置

京都迎賓館完成
京北町（北桑田郡）を右京区に編入合併
第18回国勢調査（人口1,474,811人　東山区42,464人）
全区役所・支所などでＩＳＯ14001認証

ＪＲ福知山線脱線事故
地球温暖化防止のための京都議定書発効
愛・地球博（愛知万博）

2006 18 六原公園開園 京都国際マンガミュージアム開館
京都いつでもコール開設
家庭ごみ有料指定袋制実施

第１回ワールドベースボールクラシック
大会（日本優勝）

2007 19 東山区北部７小中学校の統合による小中一貫校新設
の地元要望書提出

伏見桃山城運動公園供用開始
新景観政策実施
「路上喫煙等の禁止等に関する条例」施行

郵政事業が民営化され、ＪＰ日本郵政
グループが発足

2008 20 京都女子大学・京都女子短期大学と東山区役所が「地
域連携・協力に関する協定書」締結
来訪者向けホームページ「歩いて楽しむ東山」開設
清水地域に防災水利施設整備
京阪電車の駅名「四条」を「祇園四条」に、「五条」を「清
水五条」に変更

地下鉄東西線二条～太秦天神川間延伸
開業
右京区役所等複合施設「サンサ右京」開館
新十条通「稲荷山トンネル」開通
入洛観光客数5000万人達成

北海道洞爺湖サミット
小林誠氏、南部陽一郎氏、益川敏
英氏、ノーベル物理学賞受賞
下村脩氏、ノーベル化学賞受賞

2009 21 東山区80周年
東山開睛館（開睛小・中学校）起工（平成23年4月開校予定）
東山区民ふれあいひろば、一橋小学校で開催
東山区基本計画策定委員会設置
五条通に清水五条陶板の散歩道完成

京都祇園祭の山鉾行事がユネスコ無形文
化遺産に登録
京都 知恵と力の博覧会
京都ハンナリーズ、b jリーグ（プロバスケット
ボールリーグ）に参戦

第44代米大統領にオバマ氏就任
新型インフルエンザ、世界規模で
流行

東山区80周年ロゴマーク
　東山区80周年ロゴマークのデザインは、京都女子大学学生部長（家政学部生活
造形学科教授）の出井豊二氏が制作されました。もてなしの空間をイメージした
円窓を80の数字の中に配置し、円窓に挿入する写真は、季節や用途に応じて、四
季折々の景色や様々な観光資源、伝統産業など東山区の多彩な表情を伝えること
ができる変化のあるロゴマークとなっています。東山区80周年を記念する多くの
事業に活用されています。

写真提供（敬称略）：京都新聞社（③、⑥、⑦、⑪、⑬、⑭、⑮）、京都府立総合資料館（黒川翠山撮影、表紙右４段目）、国際日本文化研究センター
（浅野喜市撮影、⑩）、国立国会図書館（①、②、④）、勝本庄一（⑯）、木村一雄（表紙右2段目）、木村澄江（⑧）、小寺康正
（表紙右1･5･6段目、⑨、⑫）、浜口昭治（表紙右3段目）、東房子（⑤）

　　　　　　　　　上記以外にも本誌の作成に当たって、多くの方に写真提供や情報提供など御協力いただきましたことをお礼申し上げます。

2002 14 花見小路通（四条～建仁寺）電線類地中化、石畳舗装
完成
貞教小学校と修道小学校が統合し東山小学校開校
三条京阪駅前広場完成

田中耕一氏ノーベル化学賞受賞
京エコロジーセンター開館
京都アクアリーナ開館

サッカーＷ杯日韓共同開催
住民基本台帳ネットワーク稼動

1995 7 東山イメージソング「東山のひかり」公募により決定 第16回国勢調査（人口1,463,822人　東山区48,241人）
京都コンサートホール開館

阪神・淡路大震災
地下鉄サリン事件

1996 8 市民しんぶん東山区版『こちら東山』創刊
東山シンボルマークを公募により決定

プラハ市と姉妹都市盟約締結
京都市勧業館「みやこめっせ」開館

アトランタオリンピック

1997 9 京都駅ビル開業（４代目）
地球温暖化防止京都会議
地下鉄烏丸線北山～国際会館間延伸開業
地下鉄東西線醍醐～二条間開業

消費税5％に改定

1998 10 「ねねの道」完成
東山区総合庁舎起工式
東山区基本計画策定懇談会設置

京都市自治100周年 長野冬季オリンピック
明石海峡大橋開通

1999 11 東山区70周年
祇園町南側、宮川町、八坂通の３地区を歴史的景観
保全修景地区に指定

普州市（韓国）とパートナーシティ提携
子育て支援総合センター「こどもみらい
館」開館
東京赤坂に「京都館」開館

欧州連合（ＥＵ）の単一通貨ユーロ
誕生

2000 12 水道局東山営業所新築（東大路通松原上る） 第17回国勢調査（人口1,467,785人　東山区44,813人）
京都市芸術センター開設

九州・沖縄サミット
シドニーオリンピック

2001 13 「区民の誇りの木」決定
東山区基本計画「東山・まち・みらい計画 2010」策定
東山区総合庁舎竣工
東山・まち・みらい塾開講

「２１世紀京都幕開け記念事業・京都２１」
実施
京都市基本構想・基本計画策定

米国同時多発テロ
明石花火大会歩道橋事故
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㉑平成16年に創設された東山3K（観光・交通・環境）協力
　金会議により配置された交通誘導員

㉒平成20年に整備された清水地域の防災水利施設

⑲平成１１年に行われた東山区７０周年パレード（京都まつり）

⑳平成１５年から始まった「京都東山・花灯路」

西暦 元号
平成

東山区 京都市 国内・国際

2003 15 第１回「京都・東山花灯路」
文化財建造物保存技術研修センター開所
東大路通交通実態調査を実施

第３回世界水フォーラム京都市で開催
「ひと・まち交流館」開館
市役所本庁舎ＩＳＯ１４００１を取得

新型肺炎ＳＡＲＳ大流行

2004 16 京都市長選で電子投票実施（東山区のみ）
区役所ホームページ開設
有済小学校と粟田小学校が統合し白川小学校開校
宮川町通の石畳舗装完成
東山交通対策研究会設立
東山区民ふれあいひろば、洛東中学校で開催（～平成20年）

地下鉄東西線醍醐～六地蔵間延伸開業
花き地方卸売市場「はなみやこ」開設
第１回京都文化祭典

新潟県中越地震
スマトラ沖地震
アテネオリンピック

2005 17 東山３K（観光・交通・環境）協力金会議創設
「やすらぎ・ふれあい館」完成
東山区まちづくり推進会議設置

京都迎賓館完成
京北町（北桑田郡）を右京区に編入合併
第18回国勢調査（人口1,474,811人　東山区42,464人）
全区役所・支所などでＩＳＯ14001認証

ＪＲ福知山線脱線事故
地球温暖化防止のための京都議定書発効
愛・地球博（愛知万博）

2006 18 六原公園開園 京都国際マンガミュージアム開館
京都いつでもコール開設
家庭ごみ有料指定袋制実施

第１回ワールドベースボールクラシック
大会（日本優勝）

2007 19 東山区北部７小中学校の統合による小中一貫校新設
の地元要望書提出

伏見桃山城運動公園供用開始
新景観政策実施
「路上喫煙等の禁止等に関する条例」施行

郵政事業が民営化され、ＪＰ日本郵政
グループが発足

2008 20 京都女子大学・京都女子短期大学と東山区役所が「地
域連携・協力に関する協定書」締結
来訪者向けホームページ「歩いて楽しむ東山」開設
清水地域に防災水利施設整備
京阪電車の駅名「四条」を「祇園四条」に、「五条」を「清
水五条」に変更

地下鉄東西線二条～太秦天神川間延伸
開業
右京区役所等複合施設「サンサ右京」開館
新十条通「稲荷山トンネル」開通
入洛観光客数5000万人達成

北海道洞爺湖サミット
小林誠氏、南部陽一郎氏、益川敏
英氏、ノーベル物理学賞受賞
下村脩氏、ノーベル化学賞受賞

2009 21 東山区80周年
東山開睛館（開睛小・中学校）起工（平成23年4月開校予定）
東山区民ふれあいひろば、一橋小学校で開催
東山区基本計画策定委員会設置
五条通に清水五条陶板の散歩道完成

京都祇園祭の山鉾行事がユネスコ無形文
化遺産に登録
京都 知恵と力の博覧会
京都ハンナリーズ、b jリーグ（プロバスケット
ボールリーグ）に参戦

第44代米大統領にオバマ氏就任
新型インフルエンザ、世界規模で
流行

東山区80周年ロゴマーク
　東山区80周年ロゴマークのデザインは、京都女子大学学生部長（家政学部生活
造形学科教授）の出井豊二氏が制作されました。もてなしの空間をイメージした
円窓を80の数字の中に配置し、円窓に挿入する写真は、季節や用途に応じて、四
季折々の景色や様々な観光資源、伝統産業など東山区の多彩な表情を伝えること
ができる変化のあるロゴマークとなっています。東山区80周年を記念する多くの
事業に活用されています。

写真提供（敬称略）：京都新聞社（③、⑥、⑦、⑪、⑬、⑭、⑮）、京都府立総合資料館（黒川翠山撮影、表紙右４段目）、国際日本文化研究センター
（浅野喜市撮影、⑩）、国立国会図書館（①、②、④）、勝本庄一（⑯）、木村一雄（表紙右2段目）、木村澄江（⑧）、小寺康正
（表紙右1･5･6段目、⑨、⑫）、浜口昭治（表紙右3段目）、東房子（⑤）

　　　　　　　　　上記以外にも本誌の作成に当たって、多くの方に写真提供や情報提供など御協力いただきましたことをお礼申し上げます。

2002 14 花見小路通（四条～建仁寺）電線類地中化、石畳舗装
完成
貞教小学校と修道小学校が統合し東山小学校開校
三条京阪駅前広場完成

田中耕一氏ノーベル化学賞受賞
京エコロジーセンター開館
京都アクアリーナ開館

サッカーＷ杯日韓共同開催
住民基本台帳ネットワーク稼動

1995 7 東山イメージソング「東山のひかり」公募により決定 第16回国勢調査（人口1,463,822人　東山区48,241人）
京都コンサートホール開館

阪神・淡路大震災
地下鉄サリン事件

1996 8 市民しんぶん東山区版『こちら東山』創刊
東山シンボルマークを公募により決定

プラハ市と姉妹都市盟約締結
京都市勧業館「みやこめっせ」開館

アトランタオリンピック

1997 9 京都駅ビル開業（４代目）
地球温暖化防止京都会議
地下鉄烏丸線北山～国際会館間延伸開業
地下鉄東西線醍醐～二条間開業

消費税5％に改定

1998 10 「ねねの道」完成
東山区総合庁舎起工式
東山区基本計画策定懇談会設置

京都市自治100周年 長野冬季オリンピック
明石海峡大橋開通

1999 11 東山区70周年
祇園町南側、宮川町、八坂通の３地区を歴史的景観
保全修景地区に指定

普州市（韓国）とパートナーシティ提携
子育て支援総合センター「こどもみらい
館」開館
東京赤坂に「京都館」開館

欧州連合（ＥＵ）の単一通貨ユーロ
誕生

2000 12 水道局東山営業所新築（東大路通松原上る） 第17回国勢調査（人口1,467,785人　東山区44,813人）
京都市芸術センター開設

九州・沖縄サミット
シドニーオリンピック

2001 13 「区民の誇りの木」決定
東山区基本計画「東山・まち・みらい計画 2010」策定
東山区総合庁舎竣工
東山・まち・みらい塾開講

「２１世紀京都幕開け記念事業・京都２１」
実施
京都市基本構想・基本計画策定

米国同時多発テロ
明石花火大会歩道橋事故
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